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たもぎ茸とは?
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たもぎ茸はヒラタケ科ヒラタケ属のキノヨで

鮮やかな黄金色が特徴です。

北海道、東北地方の深山で夏の限られた時期

だけ自生し、人工栽培が難しいことから

『幻のきのこ』とも呼ばれてきました。

近年ようやく人工栽培が可能になりましたが

現在のところ大規模栽培はほとんど行われて

いません。

9喘

たもぎ茸の特徴

たもぎ茸は、濃くしつかりしたダシが良く出て食感も良く、食べておいしいきのこ

です。一般的な食用きのこに比ベタンパク質、糖貿、鉄、ビタミンB可、B2等 の

含有量はいずれをとつてもそのすうちは上回つており、栄養豊富なきのこです。

特に、抗ガン作用があるといわれている 「β‐グルカン (高分子多構体)」の含有量

がアガリクスの約3倍 も含んでいるのが大きな特徴で注目されています。

また、どの茸にも含まれている、抗酸化作用物質のエルゴチオネインの含有量が

約 10倍 含まれています。エルゴチオネインは抗酸化作用のほかに、細胞の活性化

などにも聞わつていて老化防止や美肌効果に関与するアミノ酸です。

たもぎ章とそのエキスは大変有効な機能性食品として将来に大きな期待が寄せられ

ます。

たもぎ茸の主な成分

1,多 糖体β―グルカン

2,エ ルゴチオネイン。口B抗酸化作用の物貿

3,消 化酵素 ・・・アミラーゼ ・トリプトファン・マルターゼ 。キチナーゼなど

4,食 物繊維や不消化性β―グルカン。日a便秘改善 ・コレステロール低下

5,不 飽和脂肪酸 。口・生活習慣病の予防

6,ビ タミン類 ・口・ビタミンBl、 82複 合体、ナイアシン

フPエ ルゴステリン・B8ビ タミンB2作 用、骨粗しょう症の予防

8, ミネラル ・コ宙鉄、カルシュウム、リン、カリウム、その他



免疫療法の主役 β‐グルカン

昔からキノコは身体に良いと言われていますが、これはキノコに含まれる高分子

多糖体 (β‐グルカン)が 大きく問わっているのです。この高分子多構体はイン

ターフエロンやインターロイキンの生成を促しマクロファジーやキラー T細胞など

を活性化させます。これにより生体の免疫機能を賦活、回復させガンを始めとする

様々な病気の改善に役立っているのです。人間の免疫力を高め、ホメオスタ…シス

(生体恒常作用)を 維持することによリガン細胞の活性化を防ぐ他、血糖降下作用
による格尿病の改善、血圧降下作用コレステ回―ル値の低下、動脈硬化の改善など

成人病、婦人病に有効であるとの結果が数多く発表されています。今やβ―グルカン

は、副作用のない免疫療法の主役として注目されているのです。

代毅的なキノコとのβログルカン比較

アガリクス茸 9 8 7 g / 1 0 0 宮

タモギ茸 2 6 . 9 g / 1 0 0 g

βoグルカンはアガリクスの2.7倍 !

こんな方におすすめ

キノコの健康増進効果

●抗腫瘍活性

●血糖降下作用

●血圧降下作用

●抗血柱作用

●痴果症改善効果

●骨粗しょう症の予防効果

上記のような改善効果が期待される他、

などにも改善効果が期待されます。

●免疫増強 B抗炎症作用

●強心作用

●コレステロール低下作用

●抗ウィルス作用

●肥満抑制効果

●食物繊維効果

女性に多いむくみ、便秘、更年期の頭痛



化粧品用素材
健康食品用素材

(Ergothioneine)

工Jレゴチオネイン(ergOthiOneine)は、1909年 M,CttTanretによって麦角tergot)
から初めて単離された化含物です。エルゴチオネインは菌類が産生し、植物および
動物の組織中にも存在することが分かっています。
エルゴチオネインは、水簿性で強力な抗酸化能があります。これまでは人工合成品

が主に利用されてきましたカギ、我々はキノコ類、とりわけタモギタケに多く含まれてい
ることを発見し、その抽出口精製に成功しました。
その他、タモギタケの成分には血圧降下作用などがあることも分かっています。
天然の抗強化物質として、多方面への応用が期待できます。

健康食品用途
口抗酸化
口抗メタボリック
シンドローム
と抗老化

タモギタケに高含有
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タモギタケに多いエルゴチオネイン

タ モ ギ タ ケ
PrettrOrtrs cO綱げ00pFae

ヒラタケ科ヒラタケ属のきのこでキ初夏～秋に広
葉樹、主としてエレの仲間などの倒木上に群生
する。
人工栽培され、食用キノコとして市販されている。

エルゴチオネインはカルニチンの姉妹

細胞内へ吸収するトランスポーターの関係
略C/ヽ

【CH3
CH3

エメレゴチオネイン

エルゴチオネインは広くキノコに存在する化台輸であり、
また食輸連観によって出鞠の体内でn取 、苫積され、、
血殺、腎出、肝日、おい、前、瞬R、神経系、精油などの
各観■単B桜 や体激に中柱する■要な化合輸である。
観杓は被■機生柏より破取している。
エルゴチオネインは、強い航強化活性を示し、一二項

酸素、hydrow radlmi、perowttnteなどを鳩まする。
2005年 には、エルゴチオネインのトランスポーターおt

発見された。

エルゴチオネインを取り込む カルニチンを取り込む
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問い合わせ先
アビコ商事:仙台市青葉区昭和町3‐33‐1408,TELi022‐727-5478 FAX:022‐727-547
山形大学農学部生物資源学科 貫名研究室〕TEL&FAX:0235‐28-2867



① FI名学研究室|
(教授、生物機能有機化掌)
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粧
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さ
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独
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す
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さ
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。
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菌
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す
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す
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